










要約 

著者らは呼吸器系に印加するオシレーションの方法,および検出信号の処理方式において

従来の方式とは異なった呼吸インピーダンスの測定方式を開発した。この方式はオシレー

ション波形の制御が容易な数値制御オシレータを用いることにより,印加圧のパワースペ

クトル,および印加圧と流速の相互スペクトルの比から呼吸インピーダンスの周波数依存

性を求め気道抵抗,動的コンプライアンスを求める方式である。実験動物には家兎を用い,

実験系を単純化するため,気管,肺を摘出したもので実験を行った。結果は,正弦波形を用い

た呼吸インピーダンスの値と一致した,また報告されている動的コンプライアンス(Cdyn),

肺気流抵抗(Raw)の値と今回の測定値は,摘出肺を用いた事を考慮すれば良い一致を示すと

思われる。 


